
三国南小学校 

 11月12日、4年生は社会科
の「福井県の伝統工芸」につ
いて学ぶため、越前町の越前
陶芸村に出かけました。実際

に越前粘土にさわり、お皿や湯呑み、恐竜などの
置物を作成する手ひねり体験をしました。真剣に
粘土と向き合い、その感触を確かめながらの楽し
い活動となりました。陶芸村の窯で焼いていただ
き完成品が年明けに学校に届く予定です。今から
できあがりがとても楽しみです。なお、12月には
伝統工芸・第2弾として越前市今立の和紙の里に
紙すき体験に出かける予定をしています。 

 11月17日｢南っ子まつり｣が行われました。来年度、小学校に入学予定の三国南幼保園、認定こども園三国ひか

り、三国松涛こども園の５歳児を招待しました。昨年度はコロナ禍で中止になったので、1年生はもちろん、2年生

もおもてなし側にまわっての初めてのお祭りです。2年生が進行する開会式で始まり、ゲームコーナーでの交流、

閉会式が行われました。特に、2年生は自分の役割を立派に果たし、たくましく見えました。ゲームコーナーで

は、1年生は、生活科の「秋探し」で見つけたどんぐりを使った「どんぐりごま・やじろべえ」などのブースを出

しました。2年生は、生活科の「動くおもちゃ作り」で製作した「コリントゲーム」などのブースを出しました。

全部で13のブースがありました。いずれも1ヶ月以上かけて、どうしたら園の子を楽しませてあげられるか試行錯

誤しながら準備しました。園の子は夢中になって遊んでいました。「これ、どうするの?」と１．２年生に尋ねて

いました。思いの外、難しいおもちゃの方が人気があったようです。2年生からは、「小さい子たちが喜んでくれ

てうれしい」「一生懸命準備してよかった」「うまくいかなかったところは、次がんばりたい」といった感想が聞

かれました。今回のお祭りを通して、1年生も2年生も、また一つ成長しました。 
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 6年生は、1学期から総合的な学習の時間に
SDGsについて調べ、考えてきました。2学期に
なり、その中で自分たちができることを実践
にうつしています。その一つとして、海洋ゴ

ミ問題と向き合い、少しでも減らしたいという思いか
ら、11月18日、バスに乗りサンセットビーチにゴミ拾い
に行きました。40分間の活
動でしたが、たくさんのゴ
ミを学校に持ち帰りまし
た。「こんなにたくさん落
ちてるなんて!」「拾って
も拾ってもきりがない!」
などあまりの多さに衝撃を
受けました。持ち帰ったゴ
ミは、全校のみんなにも
知ってもらおうと1日だけ
児童玄関に展示しました。
下級生たちも足を止めてご
みの種類や多さにびっくり
していました。 6年生は
この他にも、SDGsについて
地球の温暖化防止など多く
のことを学びました。これ
から、これまで学習したこ
とを伝える準備に入りま
す。  

 今週に入り、あられが降るなど気温がぐっと下

がりました。もう冬です。それに伴い体調を崩す

児童が増えています。現在、コロナは落ち着いて

いるようですが、早寝・早起き・朝ご飯に加えて

うがい・手洗いをしっかりさせてください。 
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